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甲状腺がん

作用機序
ダブラフェニブはBRAF変異型のキナーゼ活性を阻害し、BRAF V600遺伝子変異を有する腫瘍の増殖を抑制します1)。
ダブラフェニブにMEK活性化及びキナーゼ活性を阻害し、BRAF V600遺伝子変異を有する腫瘍の増殖を抑制するトラメチニブ2)を併用することで、MAPK
経路のBRAFとMEKを二重に阻害し、腫瘍増殖を阻害又は遅延させると考えられます3-5）。
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